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研究要旨 
 那覇市医師会生活習慣病検診センター（以下、那覇市医師会検診センター）にお
いて、HIV 治療の最新情報と検査を受けたことや結果が秘匿される内容を明記し
た HIV･梅毒検査案内を、健診受診予定者へ事前に発送する問診票の封筒に同封
し、8 月１日より発送し、無料 HIV･梅毒検査の提供を開始した。 
 検査案内は毎月 1500〜2000 部発送し、11 月の末までに合計 7036 部を発送し
た。各月の受検者数は、8月が 77名、９月は 205名、10月は 285名、11月は 283
名、12 月は 253 名であり、8 月から 12 月の末までに合計 1103 名が受検した。 
健診受診者数に対する受検者の割合は、検査提供当初の8月は平均4.97%であっ

たが、９月は 10.01%、10 月は 12.49%、11 月は 12.13%、12 月は 11.67%となり、
12.10%（10〜12 月まで 3 ヶ月間の平均）まで上昇した。この割合は、検査提供当
初と比較して 2.43 倍であり、また 2 年前の調査で判明した、全国の健診施設にお
ける HIV 検査の利用率（0.16%）と比較して 75.6 倍と、高い利用率であった。 

12月末までの受検者1103名中、HIVスクリーニング検査陽性者数は１名、梅毒
抗体陽性者数は９名であった（重複無し）。このうち、HIV スクリーニング検査で
陽性であった１名に関しては、那覇市保健所における確認検査の結果、新規 HIV
陽性者であることを確認し、後日無事拠点病院を受診し、治療に繋がったことを
確認した。一方、梅毒検査で陽性となった９名は、那覇市医師会検診センターにお
いて地域の診療所を紹介され、診断･治療のために診療所を受診した。 

HIV・梅毒検査受検者に対し、受検理由等を問うアンケート調査を 12 月の１ヶ
月間に実施した。受検者 241 名に協力を依頼し、190 名（男性 90 名、女性 100 名）
の同意を得て回答を回収した。調査の結果、男性の 77%、女性の 75%が HIV 検査
を初めて受けていた。また、男性受検者に占める MSM の割合は 7.8%で、MSM の
うち 43%が HIV 検査を初めて受けていた。検査を受けた理由では、「検診のついで
なので、検査が受けやすかったから。」と回答した割合が男女ともに最も高く（男
性 73%、女性 89%）、次点が男女とも「無料だから。」であった（男性 54%、女性
44%）。有料でも HIV・梅毒検査を受けようと思うか尋ねたところ、「有料であれば
利用しない。」と回答した人の割合が最も高く（男性 59%、女性 45%）、健診施設
で HIV 検査を提供する場合、有料であれば利用されにくいことが示唆された。 
那覇市医師会検診センターにおいて提供していた無料 HIV･梅毒検査は、研究予

算の都合上 12 月末で打ち切らざるを得なかった。 
 

Ａ.研究目的 
 HIV 感染症は早期発見・治療により感染の拡
大と発症を防止することが必要であるが、我が

国では症状が出て初めて感染が判明する HIV
症例が 2016 年の総報告数の約 30％（1448 例中
437 例）を占め、そのうち就労世代の 30〜59
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歳は約 76％を占める。大阪府内における我々
の調査でも同様の結果が得られている（川畑、
南界堂通信 2013 年春号、MASH 大阪編）。HIV
検査は保健所での無料匿名検査を軸とするが、
時間的・空間的制約から、就労世代にとっては
利用しにくい。その結果、住民において、発症
する前に HIV 感染を検知する機会が失われて
いる恐れがある。 
 本研究では、労働安全衛生法第 66 条に基づ
き事業者が労働者に対して実施する定期健康
診断（規則第 44 条）において事業者に結果を
知られること無く HIV 検査を受けられる環
境・機会を健診センターあるいは人間ドック施
設（以下、健診施設）に整備･提供する方法の
検討を行い、エビデンスを積み上げることで、
国が平成 30 年 7 月 13 日に発出した通知、健発
０７１３第２号「職域健診ＨＩＶ・性感染症検
査モデル事業について」により「エイズ対策に
おける重点都道府県等」に促した職域健診にお
けるＨＩＶ・性感染症検査モデル事業の実施を
促進させ、新たな検査機会として普及させてい
くことを目的とする。 
 
Ｂ.研究方法 
 健診受診者の HIV・エイズの知識を測るア
ンケート調査の実施後、8月より那覇市内の健
診施設において HIV･梅毒検査案内を健診受診
予定者に問診票と共に発送し、無料 HIV･梅毒
検査の提供を開始した。検査案内には「HIV 感
染症･エイズはもはや『死に至る病』では無い」
「一日一回一錠の服薬で治療可能」「検出限界
以下ならパートナーに HIV が感染しない」とい
った HIV 感染症･エイズの印象を改善する HIV
治療の最新情報と、「検査結果はあなただけに
お伝えします」「健康診断の依頼元であるあな
たの会社の人などには、検査結果も、検査を
受けたことも決して伝えません」といった、受
検したことや結果が秘匿される内容を明記し
た。加えて梅毒が国内で流行していることも
記載した。 
 さらに、HIV･梅毒検査受検者に対し、受検理
由等を問うアンケート調査を実施した。アン
ケートは匿名・自記式で、健診当日に協力を依
頼し、同意が得られた人より回答を回収した。 
（倫理面への配慮） 
本研究は地方独立行政法人 大阪健康安全基盤
研究所 倫理審査委員会の承認を得て実施した
（申請番号：1802-07-3、0810-04-5）。 
 
Ｃ.研究結果 
 那覇市医師会検診センターにおいて、健診受

診予定者へ事前に発送する問診票の封筒に、
HIV 治療の最新情報と検査を受けたことや結
果が秘匿される内容を明記した HIV･梅毒検査
案内を同封し、令和元年 8 月 1 日より発送を
開始した。案内は毎月 1500〜2000 部発送し、
11 月の末まで合計 7036 部を発送した。各月の
受検者数は、8 月が 77 名、９月は 205 名、10
月は 285 名、11 月は 283 名、12 月は 253 名で
あり、12 月末までで合計 1103 名が受検した。 
 健診受診者数に対する HIV 検査受検者の割
合は、検査提供当初の8月は平均4.97%であり、
一昨年度に当研究班で実施した全国の健診施
設向けアンケート調査で判明した、健診施設で
実施されているオプション検査における HIV
検査の利用率 0.16%と比較して十分に高い割
合であった。その後、９月は 10.01%、10 月は
12.49%、11 月は 12.13%、12 月は 11.67%と平均
12.10%(10〜12 月まで 3 ヶ月間の平均)まで上
昇し、検査提供開始時と比較して 2.43 倍に、
全国の健診施設のオプション HIV 検査の利用
率と比較して 75.6 倍となった。 
 12 月末までの受検者 1103 名中、HIV スクリ
ーニング検査陽性者数は１名、梅毒抗体陽性者
数は９名であった（重複無し）。この内、HIV
スクリーニング検査で陽性であった１名に関
しては、事前の計画通り那覇市医師会検診セン
ターにて告知を行い、確認検査を受けるよう那
覇市保健所を紹介した。この受検者は那覇市保
健所を訪れ、確認検査を受検した。その確認検
査の結果、当該受検者が真の HIV 陽性者である
ことが確認された。この新規 HIV 陽性者は那覇
市保健所において HIV 感染の告知を受けた後、
地域のエイズ診療拠点病院を紹介された。後に
拠点病院からの受診確認の知らせにより、この
拠点病院を受診し、治療に繋がったことを確認
した。 
 梅毒検査で陽性となった９名は、那覇市医師
会検診センターにおいて地域の診療所を紹介
され、診断･治療のために診療所を受診した。 
 HIV・梅毒検査受検者に対し、受検理由等を
問うアンケート調査を実施した。調査では、
「年齢」「性別」「性行為の相手の性別」「心配
な感染症」「検査を受けようと思った理由」
「HIV 検査の経験」「過去に HIV 検査を受けた
場所」「検診時の HIV 検査を受けた理由」「有
料でも利用するか」「利用者の増加に繋がる施
策」について尋ねた。アンケート調査は HIV･
梅毒検査の実施が軌道に乗った 12 月初めから
開始し、12 月末までの１ヶ月間実施した。こ
の間に HIV･梅毒検査受検者 241 名に協力を依
頼し、190 名（男性 90 名、女性 100 名）の同
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意を得て回答を回収した。 
 調査の結果、男性の 77%、女性の 75%が HIV
検査初受検者であった。また、男性受検者に占
めるMSMの割合は7.8%で、MSMのうち43%がHIV
検査初受検者であった。検査を受けた理由は、
男女とも「検診のついでなので、検査が受けや
すかったから。」と回答した割合が最も高く（男
性 73%、女性 89%）、次点が男女とも「無料だか
ら。」であった（男性 54%、女性 44%）。受検し
た理由で３番目に多かったのは、「今まで検査
を受ける機会がなかったから。」（男性 23%、女
性 38%）であった。また、有料でも利用しよう
と思うか尋ねたところ、「有料であれば利用し
ない。」と回答した人の割合が最も高かった（男
性 59%、女性 45%）。 
 那覇市医師会検診センターにおいて健診受
診者に提供していた無料 HIV･梅毒検査は、研
究予算の都合上 12 月末で打ち切らざるを得な
かった。 
 
Ｄ.考察 

８月より那覇市医師会生活習慣病検診セン
ターの協力のもと、健診受診者に対し無料
HIV･梅毒検査の提供を開始したところ、予想に
反して高い割合(約 12%）の受診者が利用した。
このため、一年を通じて検査を提供するには、
研究費だけでは難しく、国のモデル事業への自
治体の参画が必要である事が明らかとなった。
また、今年度の受検者 1103 名中に 1 名の HIV
陽性者が新に診断された。陽性率が低い人口集
団が受診する健診施設であっても、長く検査を
提供し続けていれば、いずれは陽性者が診断さ
れ、費用対効果の推計が可能と考えていたが、
予想外に早く新規 HIV 陽性者が診断された。事
前の十分な準備のおかげで、混乱すること無く
本人に告知し、確認検査とその後の治療に繋げ
ることができ、また、治療に繋がったことを確
認することが出来たことは、非常に価値がある
と思われる。医療機関である健診施設において
HIV 検査を提供することの意義は、上記のよう
に HIV 陽性者を確実に治療へ繋げることが可
能な点であると我々は考える。 
 受検者アンケートの結果、検査を有料で提供
した場合、利用者が半数程度に減少することが
示唆された。しかしながら、一方では、生涯初
受検の割合が男女とも 75%以上であったり、男
性受検者のうち 7.8%が MSM であり、そのうち
43%が HIV 検査生涯初受検であるなど、これま
で検査を受けてこなかった層に HIV 検査を提
供できる可能性が示唆された。健診施設で
HIV 検査を提供する場合、有料であれば利用

されにくいことも示唆された。 
 
Ｅ.結論 
 これまで HIV 検査･梅毒検査を健診利用者に
提供していなかった健診施設において、無料
HIV･梅毒検査の提供を開始したところ、予想に
反して多くの健診受診者の利用があり、受検者
の 7割以上が生涯初受検者であった。検査の提
供はわずかな期間で限られた人数に対してで
あったにも関わらず、その間に真の HIV 陽性者
を診断し、確実に治療に繋げることが出来たこ
とは意義が大きい。今後、他の健診施設への波
及効果が期待される。 
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